










要約 先天性副腎皮質過形成の新生児スクリーニングにおけるカットオフ値について検討

を行った。17-OHP の単独測定では抽出法で 8～10ng/ml、直接法で 35～40ng/ml が妥当であ

り、Cor-tiso1 測定を併用する場合は直接法 17-OHP の 97 パーセンタイル以上の検体を

17-OHP/Cortiso1比0.3をカットオフ値とすることにより、スクリーニングが可能である。 


